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第３回

メガパーセク

連載・今月の研究室

▼雲の合間に望む仲秋の名月。

▲ジャズピアニスト甲斐恵美子さん
（写真左）、ベーシスト桜井郁雄さ
ん（右）、尾久土台長（中）

▲会場の様子。悪天候の中、お集りいただいたお客様。 ▲お茶とお菓子を頂く研究員。

月見ライブ＆トークショー
（９月の天文教室）

　仲秋の名月となっていた９月24日
の夕刻より、９月の天文教室「観月
会」～月見ライブ＆トークショー～が
みさと天文台、月の館にて繰り広げ
られました。

▼心静かにお茶を待つお客様。

（小澤友彦）

　当日は朝から
台風18号による
暴風雨ではあり
ましたが、夕方
には風も治まり
雲間から月が覗
く天気となりま
した。
　ジャズの調べ
に耳を傾けながら、お茶とお菓子を
頂き、月を眺める。お越し頂いたお
客様には、皆様それぞれの楽しまれ
方で、秋の夜の一時を過ごして頂け

たことと思いま
す。
　素敵な音楽を演
奏して下さった甲
斐さん、桜井さん
を始め、多くの
方々のご協力によ
り、このような時
間を設けることが
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　「私の研究室へようこそ」って
言っても、室内じゃないですね。部
屋の中には、ガラクタでぐちゃぐ
ちゃの机があって、かわいいパソコ
ンたちが何台も働いていますが、
ちょっとせまいので電波望遠鏡の前
から失礼します。

できたことを大変感謝しておりま
す。
　また今回のような天文教室の開催
を考えておりますので、次の機会に

もお越し頂けることを楽しみにして
おります。職員一同、お待ちしてお
ります。

 研究って、何するんですか？

　これまでは、大学の研究室にある
ような高価なペンレコーダーをお借
りして電波観測の記録をしていまし
たが、最近パソコンが安くなってき
たので、なんとかできないかな？と
思っていました。先立つものは、ア
イディアと具体的なとっかかりを見
つけるための基礎的な技術の経験。
ぼくひとりでは、空想しているだけ
だったことも、人と出会うことで動
きはじめました。
　電波観測は曇っていてもできるの
で便利ですが（科学や技術の勉強に
も最適！）、目にみえないものだけ
に、なんとかもっとわかりやすく、
取り組みやすい観測方法として確立
できないものかと願っています。
　なお、この装置は流星観測や太陽
電波観測のほか、温度の自動記録な
ど、いろいろな物理・化学実験の記
録にも使えると思います。詳しくは
みさと天文台まで。　（豊増伸治）

　天文台に来るお客さんにもよく聞
かれます。研究って何なんでしょ
う？　むずかしそうですね。でも、
　この世のいろんな現象を実感した
い！　なんでも作ってしまいたい！
そんな夢みたいなことをを実現しよ
うと真面目にがんばるのが、ぼくは
研究なんだと思っています。
　今の日本、機械も電気も化学薬品
も物理も自然のふしぎにも、なんに
だって挑戦するのは自由です。小さ
い頃夢見た、夢の研究室で働く博士
になりたいと思います。（大学の研
究室に入るには、受験勉強がいりま
すが、この研究室にはやる気と夢が
あれば入れます。以前にも紹介しま
したが、かがく部も活動中です）。

�今、何してるの？

　いろいろありますが、これは最
近、生石高原天文台の下代（げし
ろ）さんらと共同開発中のパソコン
を使った自動記録装置（ゲシレコー
ダー）です。
　パソコンに接続する小さな部品
（測定するものを電気的に接続す
る）と、それを制御するソフトから
できています。

おしらせ： 11月１日より、開館時間が午後１時から（午後のみ）となります。観望会・バンガローのご利用に関してはこれまで通りです。



11月の観望会の予定

みさと天文台通信

　観望会の内容は当日の天候、参加
者数になどで臨機応変に変わりま
す。あらかじめご了承下さい。

　デジタル工房のご利用は、町内在
住あるいは在職の方で説明会におい
て登録を済ませた方に限ります。今
月の説明会は、11月14日(日)午後２
時からです。もし説明会への参加が
困難な場合は電話でご相談下さい。

★12月の天文教室
日時：12月12日(日)午後２時から
テーマ「2 0 世紀の天文学を振りか
える」
講師：尾久土正己（天文台長）

 11月の天文教室

これからのイベント予定

デジタル工房説明会

　いずれも参加無料ですが、２日
前までにお申込み下さい。参加申
込、お問い合わせはみさと天文台
まで。なお事前申込は会場設営の
為ですので、飛び入りも大歓迎！

★１月の天文教室
日時：１月16日(日)午後２時から
テーマ「新しい年、新しい星／核
エネルギーに関する工作も予定」
講師：豊増伸治（天文台研究員）
★２月の天文教室
雪の恐れがありますので、例年通
り中止です。

編集後記

★11月の天文教室
日時：11月14日(日)午後４時から
テーマ「しし座流星雨はやってく
るか？」
講師：渡部潤一 助教授（国立天文
台・天文情報公開センター広報普
及室長）
＊開始時刻が変更になりました。

観望可能日
毎週木・金・土・日、祝日の晴れた夜
開始時刻　午後７時15分、午後８
時、午後８時45分の３回（途中参加
はご遠慮下さい）
参加費　一般200円、小中高100円
主な観望天体
３(水、祝)～７(日)：木星、M15、他
11(木)～14(日)：木星、土星、他
18(木)～21(日),23（火、祝）：
　　　　　　　月、木星、土星
25(木)～28(日)：木星、土星、他

連載　美里から宇宙へ
　　　すばる望遠鏡開所式

（佐藤文隆：京都大学教授、
　　　　　みさと天文台名誉台長）

９月17日に国立天文台のハワイ天文
観測所の開所式に行ってきました。
連載中の「国際宇宙ステーション」
の話を今月は休みにしてすばる望遠
鏡との「再会」の話をしましょう。

すばる望遠鏡

1995年の暮れに大阪桜島の造船所
内で組み立てられた「すばる望遠
鏡」の披露式の様子をこの連載に前
に書いてます（1996年１月号）。
「すばる」はこの後いったん分解さ
れてハワイに運ばれ、マウナケアの
山頂に建設されたドームの中に再び
組み立てられました。大阪のときは
肝心の反射鏡がありませんでした。
鏡はアメリカ東部のまちでつくられ
て、トラックで港に出て、船に乗せ
られてパナマ運河を通って太平洋に
でて、ハワイ島にやってきました。
マウナケアのドームにちゃんと反
射鏡のはいった望遠鏡が完成したの
は1998年の暮れです。そして宇宙
からのファーストライト（最初の
光）を捕らえられたとして披露され
たのは今年1999年の年始でした。
ＮＨＫテレビで「すばる」が見た映
像が紹介されていますが、天文学の
本格的な観測はこれからです。

関空からヒロへ

９月16日の夜10時過ぎの飛行機に
乗って関空からホノルル空港に着い
て、直にマウナケアのあるハワイ島
のヒロというまち行きの国内線にの
りかえて、現地時間の午後二時過ぎ
にホテルに着きました。乾燥してる
ためか快適な気候でした。海辺のホ
テルの前の巨大な熱帯ふうの木が南
国にきたことを教えてくれますが大

阪よりははるかに気温も低くそうで
す。夜に外を歩くには上着を羽織ら
ないといけません。

その夜は日本から来た式典出席の天
文学者達といっしょに食事しました
が、前夜でもアルコールをあまり飲
まないこと、早く寝て十分睡眠をと
ること、など幾つも注意されていた
ので早々に床につきました。当日は
朝から酒、たばこ禁止といった注
意書きも配られていました。ちょう
ど、病院での検査前の制限のようで
す。なにしろ空気が平地の６割しか
ない4200メートルの高地に行くの
ですから緊張します。

マウナケアへ

17日朝８時過ぎに集合して二台のバ
スでマウナケア山頂を目指して出発
です。海岸からすぐ昇りでぐんぐん
ひたすら上っていきます。出発の朝
はヒロのまちは雨でしたが、2000
メートルぐらいを過ぎると雨雲が下
になって快晴になりました。風景も
大きな木のあるものから、だんだん
木の大きさが小さくなり、その内に
地を這う潅木だけになり、その内に
赤茶けた土の景色に変りました。

二時間すこし走りつづけて富士山ぐ
らいの高さにあるハレポハク中間施
設に到着しました。ここはマウナケ
アにある天体観測施設で観測や作業
をする場合の前線基地です。宿泊は
山頂ではせずここまで下がってする
のだそうです。宿泊と食事の施設で
す。山頂は「すばる」のような望遠
鏡が８台ぐらいある天文台銀座で
す。相当な数の人がこの辺りにいる
ことになります。ここで最低一時間
は気圧の変化に慣れるために滞在し
ます。ここからはバスもだめで四輪
駆動の自動車に３，４人づづ乗せて

天文台までいきます。その日は式典
出席者を一度に運ぶのでアレンジが
大変な様子でした。

天文台銀座

さて写真でおなじみのあの円筒型の
望遠鏡ドーム前に到着です。スポー
ツシャツの上にセーターを着てその
上にさらにジャンバーを着込んで丁
度いいぐらいの気温です。晴天で風
もあまりなくハワイ島のもう一つの
4000メートル級の山であるマウナ
ロアの優雅な姿が遠望できました。
あちらは山頂まで緑の山です。また
上がってきたと反対側は海岸線まで
晴れて見えました。壮大な眺めで
す。景色が大きいのでドームはあま
り大きくは感じられませんでした。
「すばる」の後ろ手には他の望遠鏡
のドームがいくつか見えます。確か
に聞きしに勝る天文台銀座です。

ドームでの式典

式典会場は望遠鏡を斜め上向きにし
て出来るドームの半円上の場所を利
用して行われました。狭いので参加
者は随分制限したようです。酸素ボ
ンベと吸入器、酸素入りミネラル
ウォーター、即席カイロ、手袋など
が用意され、呼吸のしかたの講習
まであって、なにか緊張した感じで
す。確かにドーム内では手はすぐに
かじかんでくるほどの寒さです。席
に着いて見上げると望遠鏡の副鏡が
見えましたが大きさの感覚はありま
せん。大阪で見て以来の再会です。

式は海部所長の司会ですすめられ、
ハワイ原住民につたわる祝詞みたい
なパフォーマンスで始まりました。
礼宮さま、海部元総理大臣、ホー
リー駐日大使、などの挨拶があった
後で、ドームの窓が開けられ、載っ

てる会場が回転し出しました。窓か
ら見える景色が動くさまに一同歓声
をあげました。

式典のあとに見学して歩きました
が、上のほうから下の床にいる人間
が小さく見えたときにはじめて巨大
さに気付かされました。可動部分か
らエレベータのある側壁のほうに移
る時に外を通りますが大変強い風で
した。ともかく長居は危険なのでぐ
るっと回って慌ただしくもとの四輪
駆動にのってハレポハク中間施設に
戻りました。そこで遅い昼食をとっ
て休憩し、バスでヒロに帰ってきま
した。

「百聞は一見にしかず」

夜には400人ほど集まって盛大な宴
会がハワイ大学ヒロ分校の構内であ
りました。翌18日は朝早くホテルを
でて帰路に着きました。ホノルルに
向かう飛行機が途中の島に寄ってい
く便で、あまり高く飛ばないのでマ
ウナケア山頂の天文台群が窓から
よく見えました。ホノルルですぐ関
空行きに乗って、着いたときには19
日の夕方でした。その蒸し暑さには
へいこうしました。

慌ただしい旅でしたがやはり「百聞
は一見にしかず」です。あそこまで
上空に行けば星もくっきりと見える
のだと納得します。だが実際にくっ
きり見るには実眼ではなく、コン
ピュータでの画像処理したもので
す。「すばる」での天文観測も大部
分はヒロにある国立天文台の施設か
ら遠隔操作で行われるのです。ただ
し大きな検出器の設置や取り外し、
調整などにはここにやってきて作業
がいるわけです。

休館：毎週月曜日・毎月第一火曜日
開館時間：午後１時～午後６時
　＊今月から変更になりました。
研究員による105cm望遠鏡の案内：
午後１時30分、３時、４時30分

昼間の施設見学について

　編集後記を書くのは何年ぶりだろ
う。先月号、急用で編集長の矢動丸
君に無理をお願いしたので、今月は
代わりに編集を担当している。おか
げで今夜は天文台に２泊目だ。眠い
目で慣れない編集を行ったので、
ひょっとすると読みずらい部分があ
るかもしれない。そのときはお許し
を．．．（尾）
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みなみのうお�

(フォーマルハウト)

やぎ�
みずがめ�

はくちょう�

(アル�
 タイ�
　ル)

ペガスス�いるか�
わし�

夏の�
大三角�

(デネブ)
こと�

(ベガ)

ケフェ�
ウス�カシオペア�

(北極星)

こぐま� りゅう�
ヘル�
クレス�

ペルセウス�

ぎょしゃ�
(カペラ)

土星�

くじら�

東�

アンド�
ロメダ�

おひつじ�

さん�
かく�

うお�

おうし�すばる�

(アルデ�
 バラン)

１等星�

３等星�
４等星�

２等星�

星座線�
星の名�()
天の川�

今月上旬 21 時頃�
　　下旬 20 時頃�

南�

西�

北�

オリオン�

(リゲル)

(ベテル�
　ギウス)

おおぐま�

木星�

　日　　　天文現象

３(水)　おうし座南群極大
　　　７(日)　土星衝
　　　　　　８(月)　立冬・新月
　　　　　　　　13(土)　おうし座
　　　　　　　　　　　　北群極大
　　　　　　　　　　16(火)　上弦・水星の
　　　　　　　　　　　　　　　日面通過
　　　　　　　　　　　 18(木)　しし座流星群
　　　　　　　　　　　　　　　　極大
　　　　　　　　　　　　 23(火)　小雪・満月
　　　　　　　　　　　　  30(火)　下弦

今月の見所

神戸に落ちた隕石を和歌山で目撃

しし座流星群のときは大丈夫？

しし座流星群を観察しよう

インターネットで流星観測

　11月8日は立冬。暦の上では、冬
になります。寒くて屋外で星を観察
するのが辛くなってきます。風邪を
ひかないように服装に注意して観察
するようにしましょう。今月の目玉
は、なんといっても「しし座流星
群」でしょう。昨年に続き、今年も
活発な活動が期待されています。流
れ星が雨のように降る流星雨になら
なくても、明るい派手な流星が多い
ので見応え十分です。昨年、紀伊半
島でしでは厚い雲に覆われてほとん
ど見ることができませんでした。今
年こそすっきり晴れてほしいもので
す。今月のもう１つの目玉は、水星
の日面通過です。太陽の前を水星が
横切る現象ですが、６年ぶりの現象
です。残念ながら、日本では、日の
出前に水星は太陽面にさしかかって
いるので、日面通過のすべてを見る
ことができません。おまけに日の出
直後で高度も低く、太陽の視直径に
比べて1/200の大きさの水星を捕え
るのは難しいでしょう。

　９月26日夜、神戸の民家の屋根を
隕石が直撃したニュースを覚えてい
るでしょうか？兵庫県から、中国地
方にかけてこの隕石の落下に伴う明
るい火球（非常に明るい流星）が多
くの人々によって目撃されました。
実は、この夜、神戸から遠く離れた
みさと天文台にも１通のFAXが届い
ていました。なんと、和歌山県橋本
市で、偶然にもこの隕石の落下を目
撃したというのです。『夜８時20分
ごろ、娘と二人で犬の散歩をしてい
たときのことです。何気なく夜空を
見上げていた私の目に、鮮やかな水
色に輝く光が映りまりた。「やよ
いっ（娘）見てっ！」と叫ぶと動時
に家陰に隠れそうになるその光を
追って走り出しました・・・』まさ
に、神戸の民家を直撃した隕石の落
下を目撃したものです。一生に一度
あるかないかの天文現象を夜の散歩
で出会うとは幸運ですね。夜の散歩
は足元が暗くて危ないですが、つま
ずかない程度に視線を上向きにして
おくといいかもしれませんね。

隕石の落下を目撃した岡村さん一家

昨年のしし座流星群の流れ星（撮影／岡野氏・静岡県）

　昨年に引き続き、今年も11月18
日の朝を中心に多くの流れ星を見る
ことができると予報されています。
神戸の民家のように、流れ星で屋根
に穴が開いてしまわないか、不安に
なるかもしれませんね。しかし、不
安は無用です（限りなく100％に近
い保証ですが、100％ではありませ
ん）。なぜなら、隕石として落下し
てくる流れ星と、しし座流星群のよ
うな通常の流れ星とは、その由来が
違うからです。流星群の流星は、太
陽の周りを公転する彗星（ほうき
星）が撒き散らしたチリが地球と衝
突することで輝くもので、地上まで
燃え尽きずに落ちてくることはあり
ません。一方、隕石は、小惑星に起
源を持っています。つまり、惑星に
なりそこなった岩石の塊や、衝突に

よってばらばらになった星のかけら
が地球と衝突する現象です。大きな
ものは、地表にクレータを作ったり
場合によっては、地球の生命に重大
な影響を与えるものまであります。
7000万年前に恐竜が絶滅したも
の、大きな隕石の衝突だと考えられ
ています。

　流星群の流れ星が地表まで落ちて
こないことがわかれば安心して、屋
外で観察することができますね。観
察のポイントは、時刻と方角です。
まず、要注意の時刻は、18日の未明
（０時～明け方）です。昨年は、予
想より１日近く前にピークがずれて
しまったので、17日未明、19日未
明も要チェックでしょう。流星群
は、中心になる星座が地平線上に
昇ってこないと流れませんので、前

夜半は十分に休んでいてください。
次に方角です。しし座は、０時ご
ろ、東の地平線に昇ってきますの
で、最初は、東から各方角に向かっ
て流れ、明け方には、天頂から、四
方八方に流れることになります。流
星は、どこに流れるか予想できませ
んので、一番楽な観察方法は、地面
に寝転がって頭の上を眺めておくこ

とです。ただ、11月後半の明け方は
冷え込みますので、寝袋などを用意
した方がいいかもしれません。観察
場所は、暗くて視界の開けたところ
がいいに決まっていますが、それ以

上に、晴れていないと
いけません。当日の天
気予報を見ながら、晴
れた場所へ移動するの
が一番でしょう。晴れ
てさえいれば、都会で
も十分に楽しめる流星
群です。

　珍しい天体現象となるとインター
ネット中継せずにはいられません。
今年も全国のボランティアたちと全
世界に向かって流れ星の映像を生中
継する予定です。今年の企画の目玉
は、日本からだけでなく、アメリ
カ、ヨーロッパからも観測し、中継
しようということです。そうすれ
ば、多少予想時刻が狂っても、どこ
かで素晴しい流れ星の雨を捕えるこ
とができるかもしれません。海外渡
航を含めて、様々な準備をMpcを編
集しながら、大急ぎで進めていま
す。接続先は、http: / /www.l ive-
leonids.org/です。乞うご期待を！
　　　　　　　　（尾久土正己）

インターネット中継LIVE!LEONIDS99のホームページ
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連載 今月の宇宙人

友の会通信
★　第４回　カード解説(２)　★

　先月号で、「友の会会員証のデー
タ作成に用いたカタログは"Yale
Bright Star Catalogue, 5th Revised
ed." である。」また、「カタログの
略号が星の名前になる。」と書きま
した。そうであるなら星の名前が
YBSとなってもよさそうですが、何
故、略号がHRなのでしょうか？今
回はこの話をしてみましょう。
　話は100年近く遡った所から始ま
ります。19世紀末から今世紀始め
頃、アメリカの天文学者ピッカリン
グ（Edward Charles Pickering
1846-1919）はハーバード大学天文
学教授兼天文台長を勤めていまし
た。彼は、星の明るさを測る子午線

光度計を考案して測光観測を行い、
その結果を"ハーバード改訂測光カタ
ログ（Harvard Revised Photometry
Catalog, Harvard Annals, vol.50）"
として1908年に発表しました。この
カタログ（HRカタログ）には、
6.50等級より明るい星（9110天体）

がすべて含まれているので、非常に
重宝がられ、長い間、明るい星のカ
タログ（Bright Star Catalog）とも
呼ばれていました。（注、観測技術
の進歩により、9110個の中に新星
や超新星が９、球状星団が４、系外
銀河が１含まれていた事が分かって
いますので、カタログには現在
9096個の星のデータが含まれてい
ます。）
　その後、このカタログに載ってい
る星を対象にして他の観測データを
付け加えた新たなカタログが1930
年にFrank Shlesingerによって作成
されました。これが"Yale Bright
Star Catalogの初版"です。さらに版
を重ねて、より新しくより精確な情
報が付加されたものが、今回、友の
会会員証データ作成用に使用したカ
タログ（第５版）なのです。

　つまり、友の会用に使用したカ
タログ（Y a l e  B r i g h t  S t a r
Catalogue）を作成するにあたって
HRカタログ（Harvard Revised
Photometry Catalog）が元になっ
たので、星の名前にHRが使用され
ています。
　このカタログ（Yale Bright Star
Catalogue）は文字どおり、明るい
星(bright star)に関する様々な情報
を集めたものです。対象が明るい
星ですから、様々なカタログで扱
われる機会も多くなります。ある
星が複数のカタログに載っていれ
ば、それらの全てを記述する方が
後からカタログを使用する人に
とって便利になります。そこでこ
のカタログではDM、HD、SAO、
FK5といったカタログでの名前も併
記しています。　　（矢動丸泰）

▲ピッカリングの肖像写真
Photo (C)1985, courtesy Mary Lea Shane

Archives, Lick Observatory

Misato 天文ダイアリー(9/16～10/15)

　秋になったらゆっくりできるか
なぁと毎年思うのですが、結局、
できたゆとり以上に働いてしまう
んですね。まあ、こういう施設は
忙しいくらいがちょうどいいです
よね。

９月
16日：美里町９月定例議会（尾）
　観月会チラシ印刷
20日：課長会（尾）、勉強会／和
　歌山大（矢・豊・小）
22日：観月会音響準備、インター
　ネットトラブル
23日：国立天文台野辺山一般公開
（豊＋分校生）、観月会会場設営
24日：観月会本番、台風18号接
近、９月定例議会一般質問（尾）
25日：観月会後片付け、TBS系　
　「命の響」インタビュ-（尾）、

出来事

団体受付

報道関係

　紀泉シンポジウム／粉（尾）、　
ふるさと公社理事会（尾）
27日：９月定例議会（尾）
28日：公開天文台ネットワーク　
　ユーザーズミーティング／東京三
　鷹（尾）、Mpc発送・会員証作成
29日：公開天文台ネットワーク世
　話人会（尾）、ドイツから遠隔操
　作実験
30日：しし座流星群中継打ち合わ
　せ／日本テレコム、東京大学計算
　機センター（尾）
１０月
１日：しし座流星群世界高校生観測
　会打ち合わせ／新宿、中継打ち合
　わせ／アップルコンピュータ
　（尾）
２日：深夜に落雷（多数の機器が破
　損。ドームも開閉不能に。）
４日：課長会（尾）、ふるさと公社

10/15：笠田公民館オープンスクール

９月下旬発行：「紀ﾉ国屋本左衛
門」（文：藤原大作） (株)リト
ル・モア、P90
9/8：東京新聞「電能人」（尾）
9/16：読売新聞26面「観月会」
9/20：キッズウェイブ（旺文社）
10/15：子ども情報誌「ゆうゆう」
　No.2 有田市子どもセンター発行

　理事会（尾）、課長向けPC講習
　会／情報センター（～８日）
５日：草刈り（写真上：天文台敷
　地だけでなく、国道から登って
　くる町道の草刈りも天文台で
　やっています。）
７日：日本天文学会／九州大学
　（～９日）（尾）

10日：天文教室「星々の晩秋」講
　師：矢動丸研究員（写真下：晩
　秋を迎えた星や惑星状星雲につ
　いて語る矢動丸研究員）

　はじめまして。和歌山大学システ
ム工学部二回生の山田郁彦（ふみひ
こ）と申します。夏休みに天文台で
アルバイトをさせて頂きました。星
座にはあまり興味がないのですが、
惑星や星そのものの物理的な現象と
観測技術に興味があり、望遠鏡を間
近で見ることができるとのことでし
たのでアルバイトの申し込みをさせ
て頂きました。今は大阪に住んでい

て星はぜんぜん見えませんので、た
くさんの星を見ることができたのと
望遠鏡を触らせていただいたのがお
もしろかったです。
�　現在、大学の研究室ではＳＴＭ
（走査型トンネル顕微鏡）というも

ので遊ばせてもらっています。これ
は物質の表面の原子や分子の配列を
針（詳しくは針の先端の原子）でな
ぞることで凹凸を調べて原子・分子
のすがたを見ようというものです。
今は装置の整備を行っています。装

置がうまく動くようになりしだい炭
素の結晶や金を観察しようと思って
います。
（豊）うーん、さすが大学。それか
らこのまじめさがスゴイ（細かいと
ころは自作です！）。先生には原理
を直々に教えていただき、ミクロの
宇宙もちょっと身近になりました。
ありがとうございました。実験がう
まくいくことを願っています。

　先月号で紹介しきれなかったバイ
トさんを訪ねて、今回は和歌山大学
の田中研究室を訪問しました。スゴ
イ機械にちょっとびっくり。

ミクロの宇宙にも挑む！

＋豊増研究員放浪記 番外編

これが、原子を見る”針”と試料


